
公民館報
No.233
発行人●阿南町公民館編集部　　　編集人●公民館報編集委員会　　印刷所●飯田共同印刷株式会社
連　絡●〒399－1511　東條58－1　TEL 22－2270　FAX 22－2287　E-mail:kyouiku@town.anan.nagano.jp

令和３年９月１日

　青
空
に
ぽ
っ
か
り
と
浮
か
ぶ
錦
雲
。

「
の
ど
か
だ
な
！
」
暑
さ
を
避
け
て
、
木

の
下
で
涼
ん
で
眺
め
た
青
空
は
広
く
、

世
の
中
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
こ
と
な
ど

忘
れ
て
、
静
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

夏
の
甲
子
園
が
開
催
さ
れ
、
テ
レ
ビ
で

連
日
選
手
の
活
躍
を
観
て
、
結
果
に
関

係
な
く
た
だ
「
一
生
懸
命
」
の
姿
に
感
動

し
ま
し
た
。
複
雑
な
世
の
中
で
純
粋
な

気
持
ち
で
い
ら
れ
る
の
は
難
し
い
け
れ

ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
力
は
す
ご
い
と
思
い
ま

し
た
。

　先
日
、
広
島
で
平
和
記
念
式
典
が
営

ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
小
学
６
年
子
ど

も
代
表
の
「
平
和
へ
の
誓
い
」
の
中
で

「
本
当
の
別
れ
は
会
え
な
く
な
る
こ
と

で
は
な
く
、
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
」
と
あ

り
ま
し
た
。
は
っ
！
と
す
る
言
葉
で
し
た
。

　夏
休
み
が
終
わ
り
ま
し
た
が
、
子
ど

も
に
は
「
な
ぜ
」
と
い
う
探
究
心
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
あ
る
学
校
の
外
国
を

学
ぶ
授
業
で
先
生
が
「
私
は
外
国
へ
行
っ

た
こ
と
が
な
い
か
ら
自
習
で
す
」
と
言
わ

れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
み
ん
な
で
考
え

大
使
館
に
行
っ
て
聞
い
て
み
よ
う
と
思
い
、

出
か
け
る
許
可
を
も
ら
い
ま
し
た
。
先

生
は
子
ど
も
た
ち
の
行
動
を
見
守
る
だ

け
で
す
。
そ
ん
な
風
に
子
ど
も
を
伸
ば

し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

遊  

歩  

道

あ　な　ん⑴　令和３年９月１日

  も　　く　　じ
P1 表紙　遊歩道
P2 わが町のＵ・Ｉターン者紹介
P3 大陸流転
P4 公民館分館紹介
P5 私の趣味・自慢
 おらほの若い衆、私の夢
P6 わが町の石造文化財
P7 できごと・お知らせ
P8 あの人、この人、編集後記

「夏休みの思い出」
新野地区子ども会育成会の行事「思い出作りの一日」で魚つかみをしました。







あ　な　ん令和３年９月１日 ⑷

　国
道
１
５
１
号
富
草
交
差
点
を
東

に
下
り
、
富
草
小
学
校
、
富
草
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
通
り
、
ト
ン
ネ
ル
を
潜
っ

て
阿
南
病
院
へ
向
か
う
と
門
原
川
沿

い
に
浅
野
集
落
が
点
在
し
ま
す
。
浅

野
公
民
館
を
東
へ
進
む
と
鴨
目
へ
と

繋
が
り
ま
す
。
浅
野
分
館
と
鴨
目
分

館
を
合
せ
て
富
草
地
区
東
部
の
グ
ル

ー
プ
に
な
り
ま
す
。

■
浅
野
公
民
館

　浅
野
公
民
館
の
こ
と
を
皆
さ
ん
は
、

あ
み
だ
堂
と
言
っ
て
い
ま
す
。
あ
み

だ
堂
の
中
に
は
、
地
蔵
様
を
祀
っ
て

あ
り
ま
す
。
外
に
も
多
く
の
地
蔵
菩

薩
が
祀
っ
て
あ
り
ま
す
。
上
松
町
の

阿
弥
陀
堂
と
の
関
わ
り
が
あ
る
の
か

は
確
認
し
て
い
ま
せ
ん
。

　あ
み
だ
堂
（
浅
野
公
民
館
）
で
は

毎
年
１
月
１
日
に
集
落
の
家
族
会
員

が
集
ま
り
、
賑
や
か
に
新
年
を
祝
い

ま
す
が
、
最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
で
密
を

避
け
る
た
め
簡
素
化
し
て
い
ま
す
。

■
化
石
の
発
掘

　こ
の
辺
り
一
帯
か
ら
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
サ
メ
の
歯
の
化
石
が
採
取
さ
れ

て
い
ま
す
。
カ
ニ
サ
イ
と
呼
ば
れ
る

サ
イ
の
下
あ
ご
の
化
石
は
故
佐
々
木

仲
男
氏
（
阿
南
町
富
草
浅
野
）
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
も
多

く
の
化
石
が
出
て
い
て
、
つ
い
最
近

で
は
あ
み
だ
堂
前
の
道
路
拡
張
工
事

の
際
に
貝
の
化
石
が
出
て
い
ま
す
。

■
熊
野
社

　春
と
秋
に
は
全
戸
が
集
ま
り
熊
野

社
へ
参
り
祈
願
、
感
謝
の
儀
式
と
し

て
行
事
を
執
り
行
っ
て
い
ま
す
。
熊

野
社
は
公
民
館
の
す
ぐ
上
に
あ
り
、

和
歌
山
県
の
熊
野
大
社
と
関
わ
り
が

あ
り
ま
す
。
熊
野
社
の
鳥
居
は
上
部

に
貫
が
柱
で
止
め
て
あ
り
そ
の
上
に

笹
木
を
渡
し
て
あ
る
の
で
す
が
、
貫

が
柱
か
ら
突
き
抜
け
て
い
る
鳥
居
も

あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と
鳥
居
を
見

比
べ
る
の
も
面
白
い
も
の
で
す
。

■
浅
野
分
館

　富
草
地
区
浅
野
分
館
か
ら
、
あ
み

だ
堂
の
地
蔵
菩
薩
、
化
石
の
採
集
跡
、

熊
野
社
の
鳥
居
を
紹
介
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
何
は
と
も
あ
れ
先
人
が

残
し
て
き
た
神
仏
を
敬
う
こ
と
で
絆

が
育
ま
れ
ま
す
。
皆
が
和
気
あ
い
あ

い
と
集
い
、
穏
や
か
で
優
し
い
気
づ

か
い
の
対
話
か
ら
生
ま
れ
る
結
束
は

強
く
、
住
ん
で
良
か
っ
た
、
暮
ら
し

て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
集
落
で
す
。

公
民
館
分
館
紹
介
富
草
地
区

浅
野
分
館

あみだ堂　中の地蔵菩薩

発掘された化石熊野社

熊野社　鳥居

ぬ
き
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　阿
南
町
富
草
古
城
金
山
二
一
二
六

番
地
に
摩
利
支
天
像
一
体
が
祀
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
地
区
は
、
甲
斐
源
氏

の
分
流
下
条
頼
氏
が
応
永
年
間
（
一

三
九
四
〜
一
四
二
八
）
に
大
沢
城
を

築
き
、
下
條
の
吉
岡
城
に
移
っ
た
文

明
七
年
（
一
四
七
五
）
ま
で
居
城
し

て
い
た
土
地
で
あ
る
。

　摩
利
支
天
像
の
祠
は
、
天
龍
川
よ

り
直
路
と
言
わ
れ
る
急
坂
を
登
り
き

っ
た
所
、
古
城
八
幡
社
方
面
か
ら
の

交
差
点
付
近
か
ら
数
メ
ー
ト
ル
離
れ

た
小
高
い
丘
の
松
の
根
元
に
あ
り
、

そ
こ
に
四
体
の
神
様
と
と
も
に
祀
ら

れ
て
い
る
。

　摩
利
支
天
像
は
、
高
さ
五
八
㎝
・

幅
四
五
㎝
ほ
ど
の
花
崗
岩
の
自
然
石

に
陽
刻
さ
れ
、
覆
屋
の
中
に
あ
っ
た

た
め
新
し
く
見
え
る
。

　昔
、
こ
の
地
は
下
條
氏
の
重
要
な

交
通
の
要
所
で
あ
り
、
古
城
地
区
の

人
達
が
維
持
管
理
を
し
て
き
た
。

佐
々
木
家
で
は
お
稲
荷
様
は
下
條
氏

の
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
、
明

治
の
初
め
に
古
城
八
幡
社
東
側
に
移

転
し
た
。
そ
の
後
、
稲
荷
大
明
神
は

八
幡
社
の
弓
場
の
関
係
か
ら
、
直
路

の
坂
か
ら
上
っ
た
、
屋
敷
と
呼
ば
れ

る
土
地
に
移
転
し
祀
ら
れ
て
い
る
。

　こ
の
付
近
に
は
昔
か
ら
飲
料
水
と

農
業
用
水
を
兼
ね
た
井
水
が
来
て
い

て
、
小
さ
な
農
業
用
溜
池
も
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
北
側
の
畑
に
は
「
下
条

様
の
石
」
と
言
わ
れ
る
碑
が
あ
り
、

そ
の
東
に
も
農
業
用
溜
池
が
存
在
し

た
。
こ
の
溜
池
を
埋
め
る
た
め
に
畑

の
土
砂
を
採
っ
た
と
き
、
中
世
の
陶

器
破
片
や
玄
武
岩
の
石
臼
及
び
鉛
玉

等
が
出
土
し
た
。
下
条
様
の
石
の
畑

を
耕
作
し
て
い
た
際
、
江
戸
時
代
の

一
分
銀
が
碑
の
付
近
よ
り
出
土
し
た

と
の
こ
と
で
あ
り
、
中
世
か
ら
近

世
・
現
代
に
か
け
て
の
居
宅
の
地
と

思
わ
れ
る
。

　明
治
二
〇
年
頃
、
古
城
地
区
を
流

れ
る
大
沢
川
の
用
水
取
得
問
題
が
お

こ
り
、
隣
村
の
有
力
者
と
裁
判
沙
汰

に
な
っ
た
。
古
城
地
区
の
農
業
用
水

関
係
者
が
集
ま
り
、
裁
判
に
勝
つ
こ

と
を
祈
願
し
て
、
こ
の
地
に
摩
利
支

天
像
を
建
立
し
て
祀
っ
た
と
言
う
。

剣
弓
矢
を
持
ち
、
手
が
六
本
あ
り
猪

に
乗
り
怖
い
顔
を
し
て
、
赤
い
炎
を

背
後
に
し
て
い
る
姿
は
、
子
供
心
に

強
烈
な
恐
怖
心
を
覚
え
た
も
の
で
あ

る
。
し
か
も
、
炎
の
部
分
は
赤
色
塗

彩
さ
れ
て
い
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

尚
、
こ
の
裁
判
は
摩
利
支
天
の
お
陰

で
勝
利
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　摩
利
支
天
は
飯
田
市
に
は
三
体
、

下
伊
那
地
方
に
は
一
四
体
ほ
ど
あ
り
、

浮
彫
像
は
三
体
で
、
他
は
文
字
碑
で

あ
る
。
上
郷
北
条
の
御
嶽
社
境
内
、

高
森
町
吉
田
城
山
御
嶽
様
・
上
市
田

御
嶽
様
な
ど
木
曾
御
嶽
講
と
関
わ
る

も
の
が
多
い
。

　建
立
年
代
も
幕
末
か
ら
明
治
中
頃

ま
で
が
大
部
分
で
、
世
相
を
反
映

し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。

古
城
の
よ
う
に
目
的
意
識
が
明
確

化
さ
れ
て
建
て
ら
れ
た
例
は
珍
し

い
。　摩

利
支
天
に
つ
い
て
は
、
「
摩

利
支
天
経
」
や
「
広
辞
苑
」
等
に

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　「
昔
、
帝
釈
天
が
ア
ス
ラ
と
戦
っ

た
と
き
、
日
と
月
を
守
っ
た
。
自
ら

は
隠
形
、
つ
ま
り
姿
を
見
せ
な
い
が
、

こ
の
神
を
念
ず
る
と
、
他
人
は
そ
の

人
を
見
ず
、
知
ら
ず
、
害
す
る
こ
と

な
く
、
欺
く
こ
と
な
く
、
縛
す
る
こ

と
な
く
、
罰
す
る
こ
と
な
く
、
利
益

を
得
る
と
い
う
。
日
本
で
は
武
士
の

守
護
神
と
さ
れ
て
、
護
身
・
隠
身
・

遠
行
・
得
材
・
勝
利
な
ど
を
祈
る
」

神
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　「
下
条
由
来
記
」
な
ど
に
よ
る
と
、

下
條
村
入
野
で
摩
利
支
天
に
出
会
い

剣
術
の
修
行
を
し
た
と
か
、
ま
た
武

田
家
の
家
来
と
な
り
、
弘
治
二
年
の

武
節
の
合
戦
な
ど
に
も
摩
利
支
天
の

長
刀
で
功
績
を
挙
げ
た
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
。

あ　な　ん令和３年９月１日 ⑹

古城大手の摩利支天像

わ
が
町
の
石
造
文
化
財
②

古
城
の
摩
利
支
天
像（
富
草
）

  

明
治
の
用
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あ　な　ん⑺　令和３年９月１日

　富
草
公
民
館
で
は
恒
例
行
事
で
あ

る
「
富
草
海
物
語
」
を
開
催
し
ま
し

た
。　今

回
は
参
加
者
の
検
温
・
手
指
消

毒
や
参
加
者
を
富
草
地
区
の
小
学
校

関
係
者
に
限
定
す
る
な
ど
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策

を
行
い
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。

　参
加
者
は
43
人
で
浅
野
ヘ
リ
ポ
ー

ト
付
近
の
河
原
で
化
石
採
取
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
富
草
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
移
動
し
、
化
石
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　新
野
地
区
子
ど
も
会
育
成
会
主
催

の
『
思
い
出
づ
く
り
の
一
日
』
を
８

月
７
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

で
き
ご
と
7
・
8
月

大
が
続
い
て
い
る
な
か
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
「
新
野
の
子
ど
も
た
ち
に

夏
休
み
の
思
い
出
を
つ
く
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
参
加

者
を
新
野
在
住
の
子
ど
も
に
限
定
し
、

役
員
を
は
じ
め
参
加
者
全
員
へ
の
検

温
の
実
施
や
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
き
ち
ん
と
行
う
こ
と
で
開
催
に
踏

み
切
り
ま
し
た
。

　今
年
も
昨
年
と
同
様
２
部
構
成
で
、

午
後
３
時
か
ら
市
ノ
瀬
川
親
水
公
園

で
の
魚
つ
か
み
、
７
時
30
分
か
ら
は

新
野
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
花
火
大
会

を
行
い
ま
し
た
。

　花
火
大
会
で
は
、
花
火
の
前
に

「
王
様
ゲ
ー
ム
」
を
行
っ
た
後
、
新

野
高
原
盆
踊
り
の
会
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
「
新
野
の
盆

踊
り
」
を
参
加
者
全
員
で
踊
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
盆
踊
り
も
終
盤
に
差

し
掛
か
る
こ
ろ
に
20
発
余
の
打
上
げ

花
火
を
行
い
、
真
夏
の
夜
空
を
彩
り

ま
し
た
。
最
後
に
家
族
ご
と
に
手
持

ち
花
火
を
楽
し
み
、
子
ど
も
た
ち
は

盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
に
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

新
野
地
区
子
ど
も
会
育
成
会

『
思
い
出
作
り
の
一
日
』

8
月
7
日

富
草
海
物
語
２
０
２
１８

月
7
日

○
阿
南
町
公
民
館

　
・
あ
な
ん
元
気
塾

　
　
例
年
10
月
中

○
大
下
条
公
民
館

　
・
ひ
ま
わ
り
栽
培
体
験

　
　
６
月
〜
10
月

　
　
　
　
年
４
回
程
度

　
・
深
見
の
池  

親
子
釣
り
大
会

　
　
９
月
26
日
㈰

　
・
大
下
条
地
区
球
技
大
会

　
　
10
月
10
日
㈰

【
中
止
と
な
っ
た

　
９
・
10
月
の
主
な
行
事
】

○
町
民
登
山

　
　
　
10
月
24
日
（
予
定
）

○
富
草
町
民
運
動
会

　
　
　
10
月
10
日
（
予
定
）

○
和
合
地
区
運
動
会

　
　
　
10
月
10
日
（
予
定
）

○
新
野
自
然
観
察
会

　
　
　
10
月
中
（
予
定
）

【
未
定
と
な
っ
て
い
る

　
９
・
10
月
の
主
な
行
事
】

　阿
南
町
富
草
古
城
金
山
二
一
二
六

番
地
に
摩
利
支
天
像
一
体
が
祀
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
地
区
は
、
甲
斐
源
氏

の
分
流
下
条
頼
氏
が
応
永
年
間
（
一

三
九
四
〜
一
四
二
八
）
に
大
沢
城
を

築
き
、
下
條
の
吉
岡
城
に
移
っ
た
文

明
七
年
（
一
四
七
五
）
ま
で
居
城
し

て
い
た
土
地
で
あ
る
。

　摩
利
支
天
像
の
祠
は
、
天
龍
川
よ

り
直
路
と
言
わ
れ
る
急
坂
を
登
り
き

っ
た
所
、
古
城
八
幡
社
方
面
か
ら
の

交
差
点
付
近
か
ら
数
メ
ー
ト
ル
離
れ

た
小
高
い
丘
の
松
の
根
元
に
あ
り
、

そ
こ
に
四
体
の
神
様
と
と
も
に
祀
ら

れ
て
い
る
。

　摩
利
支
天
像
は
、
高
さ
五
八
㎝
・

幅
四
五
㎝
ほ
ど
の
花
崗
岩
の
自
然
石

に
陽
刻
さ
れ
、
覆
屋
の
中
に
あ
っ
た

た
め
新
し
く
見
え
る
。

　昔
、
こ
の
地
は
下
條
氏
の
重
要
な

交
通
の
要
所
で
あ
り
、
古
城
地
区
の

人
達
が
維
持
管
理
を
し
て
き
た
。

佐
々
木
家
で
は
お
稲
荷
様
は
下
條
氏

の
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
、
明

治
の
初
め
に
古
城
八
幡
社
東
側
に
移

転
し
た
。
そ
の
後
、
稲
荷
大
明
神
は

八
幡
社
の
弓
場
の
関
係
か
ら
、
直
路

の
坂
か
ら
上
っ
た
、
屋
敷
と
呼
ば
れ

る
土
地
に
移
転
し
祀
ら
れ
て
い
る
。

　こ
の
付
近
に
は
昔
か
ら
飲
料
水
と

農
業
用
水
を
兼
ね
た
井
水
が
来
て
い

て
、
小
さ
な
農
業
用
溜
池
も
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
北
側
の
畑
に
は
「
下
条

様
の
石
」
と
言
わ
れ
る
碑
が
あ
り
、

そ
の
東
に
も
農
業
用
溜
池
が
存
在
し

た
。
こ
の
溜
池
を
埋
め
る
た
め
に
畑

の
土
砂
を
採
っ
た
と
き
、
中
世
の
陶

器
破
片
や
玄
武
岩
の
石
臼
及
び
鉛
玉

等
が
出
土
し
た
。
下
条
様
の
石
の
畑

を
耕
作
し
て
い
た
際
、
江
戸
時
代
の

一
分
銀
が
碑
の
付
近
よ
り
出
土
し
た

と
の
こ
と
で
あ
り
、
中
世
か
ら
近

世
・
現
代
に
か
け
て
の
居
宅
の
地
と

思
わ
れ
る
。

　明
治
二
〇
年
頃
、
古
城
地
区
を
流

れ
る
大
沢
川
の
用
水
取
得
問
題
が
お

こ
り
、
隣
村
の
有
力
者
と
裁
判
沙
汰

に
な
っ
た
。
古
城
地
区
の
農
業
用
水

関
係
者
が
集
ま
り
、
裁
判
に
勝
つ
こ

と
を
祈
願
し
て
、
こ
の
地
に
摩
利
支

天
像
を
建
立
し
て
祀
っ
た
と
言
う
。

剣
弓
矢
を
持
ち
、
手
が
六
本
あ
り
猪

に
乗
り
怖
い
顔
を
し
て
、
赤
い
炎
を

背
後
に
し
て
い
る
姿
は
、
子
供
心
に

強
烈
な
恐
怖
心
を
覚
え
た
も
の
で
あ

る
。
し
か
も
、
炎
の
部
分
は
赤
色
塗

彩
さ
れ
て
い
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

尚
、
こ
の
裁
判
は
摩
利
支
天
の
お
陰

で
勝
利
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　摩
利
支
天
は
飯
田
市
に
は
三
体
、

下
伊
那
地
方
に
は
一
四
体
ほ
ど
あ
り
、

浮
彫
像
は
三
体
で
、
他
は
文
字
碑
で

あ
る
。
上
郷
北
条
の
御
嶽
社
境
内
、

高
森
町
吉
田
城
山
御
嶽
様
・
上
市
田

御
嶽
様
な
ど
木
曾
御
嶽
講
と
関
わ
る

も
の
が
多
い
。

　建
立
年
代
も
幕
末
か
ら
明
治
中
頃

ま
で
が
大
部
分
で
、
世
相
を
反
映

し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。

古
城
の
よ
う
に
目
的
意
識
が
明
確

化
さ
れ
て
建
て
ら
れ
た
例
は
珍
し

い
。　摩

利
支
天
に
つ
い
て
は
、
「
摩

利
支
天
経
」
や
「
広
辞
苑
」
等
に

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　「
昔
、
帝
釈
天
が
ア
ス
ラ
と
戦
っ

た
と
き
、
日
と
月
を
守
っ
た
。
自
ら

は
隠
形
、
つ
ま
り
姿
を
見
せ
な
い
が
、

こ
の
神
を
念
ず
る
と
、
他
人
は
そ
の

人
を
見
ず
、
知
ら
ず
、
害
す
る
こ
と

な
く
、
欺
く
こ
と
な
く
、
縛
す
る
こ

と
な
く
、
罰
す
る
こ
と
な
く
、
利
益

を
得
る
と
い
う
。
日
本
で
は
武
士
の

守
護
神
と
さ
れ
て
、
護
身
・
隠
身
・

遠
行
・
得
材
・
勝
利
な
ど
を
祈
る
」

神
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　「
下
条
由
来
記
」
な
ど
に
よ
る
と
、

下
條
村
入
野
で
摩
利
支
天
に
出
会
い

剣
術
の
修
行
を
し
た
と
か
、
ま
た
武

田
家
の
家
来
と
な
り
、
弘
治
二
年
の

武
節
の
合
戦
な
ど
に
も
摩
利
支
天
の

長
刀
で
功
績
を
挙
げ
た
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
。

あ　な　ん令和３年９月１日 ⑹

古城大手の摩利支天像

わ
が
町
の
石
造
文
化
財
②

古
城
の
摩
利
支
天
像（
富
草
）
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